
(function(){
 

var r,g,b;

	
var	LF	=	String.fromCharCode(10);	

//	改行コード

	
var	docObj	=	activeDocument;	 //	アクティブドキュメントを指定

 
if (docObj.documentColorSpace != DocumentColorSpace.RGB){

	
	

alert("RGB モードでないと色が正しく表現されません。RGBモードにしてください ");

 
 

return;

 
}	
var	fileObj	=	File.saveDialog(" 保存 HTML ファイル名を入れてください ");

	
if	(!fileObj)	return;	

//	キャンセルされた場合は何もしない

	
if	(!fileObj.open("w")){

	
	

alert(" ファイルに書き込みができません ");

 
 

return;

 
}	
var	script	=	"";

	
var	baseY	=	docObj.height;	

//	ページの上の座標。Illustrator は座標が canvas と逆のため

	
for(var	i=docObj.pageItems.length-1;	i>=0;	i--){

	
	

var	obj	=	docObj.pageItems[i];

	
	

if	(obj.typename	!=	"PathItem")	continue;	
//	パスのみ処理

	
	

script	+=	LF+"conObj.beginPath();";

	
	

for(var	j=0;	j<obj.pathPoints.length;	j++){

	
	

	
var	px	=	obj.pathPoints[j].anchor[0];

	
	

	
var	py	=	baseY	-	obj.pathPoints[j].anchor[1];

 
 

 
if (j ==0){

	
	

	
	

script	+=	LF+	"conObj.moveTo("+px+","+py+");";

 
 

 
}

	
	

	
var	cpx1	=	obj.pathPoints[j].rightDirection[0];

	
	

	
var	cpy1	=	baseY	-	obj.pathPoints[j].rightDirection[1];

	
	

	
if	(j	==	obj.pathPoints.length-1){

	
	

	
	

var	px2	=	obj.pathPoints[0].anchor[0];

	
	

	
	

var	py2	=	baseY	-	obj.pathPoints[0].anchor[1];

	
	

	
	

var	cpx2	=	obj.pathPoints[0].leftDirection[0];

	
	

	
	

var	cpy2	=	baseY	-	obj.pathPoints[0].leftDirection[1];

	
	

	
}else{

	
	

	
	

var	px2	=	obj.pathPoints[j+1].anchor[0];

	
	

	
	

var	py2	=	baseY	-	obj.pathPoints[j+1].anchor[1];

	
	

	
	

var	cpx2	=	obj.pathPoints[j+1].leftDirection[0];

	
	

	
	

var	cpy2	=	baseY	-	obj.pathPoints[j+1].leftDirection[1];

 
 

 
}

	
	

	
script	+=	LF+	"conObj.bezierCurveTo("+cpx1+","+cpy1+","+cpx2+","+cpy2+","+px2+","+py2+");";

 
 

}

	
	

script	+=	LF+	"conObj.closePath();";

	
	

//	パスのカラー処理

	
	

if	(obj.filled){

	
	

	
r	=	Math.floor(obj.fillColor.red);

	
	

	
g	=	Math.floor(obj.fillColor.green);

	
	

	
b	=	Math.floor(obj.fillColor.blue);

	
	

	
if	(obj.fillColor.gray){

	
	

	
	

r	=	g	=	b	=	255	-	Math.floor(obj.fillColor.gray	*	2.55);

 
 

 
}

 
 

 
a = obj.opacity / 100;

	
	

	
script	+=	LF+	'conObj.fillStyle	=	"rgba('+r+','+g+','+b+','+a+')";';

	
	

	
script	+=	LF+	"conObj.fill();";

 
 

}

	
	

if	(obj.stroked){

	
	

	
r	=	Math.floor(obj.strokeColor.red);

	
	

	
g	=	Math.floor(obj.strokeColor.green);

	
	

	
b	=	Math.floor(obj.strokeColor.blue);

	
	

	
if	(obj.strokeColor.gray){

	
	

	
	

r	=	g	=	b	=	255	-	Math.floor(obj.strokeColor.gray	*	2.55);

 
 

 
}

 
 

 
a = obj.opacity / 100;

	
	

	
script	+=	LF+	'conObj.strokeStyle	=	"rgba('+r+','+g+','+b+','+a+')";';

	
	

	
script	+=	LF+	'conObj.lineWidth	=	'+obj.strokeWidth+';';

	
	

	
script	+=	LF+	"conObj.stroke();";

 
 

}

 
}	
fileObj.writeln('<!DOCTYPE	html	PUBLIC	"-//W3C//DTD	HTML	4.01	Transitional//EN">');

	
fileObj.writeln('<html	lang="ja"><head>');

	
fileObj.writeln('<meta	http-equiv="content-type"	content="text/html;charset=shift_jis">');

	
fileObj.writeln('<meta	name="generator"	content="Adobe	Illustrator	CS3">');

	
fileObj.writeln('<title>Illustrator	+	Canvas</title>');

	
fileObj.writeln('<script	type="text/javascript"><!--');

	
fileObj.writeln('window.onload	=	function(){');

	
fileObj.writeln('canvasObj	=	document.getElementById("imgCanvas");');

	
fileObj.writeln('conObj	=	canvasObj.getContext("2d");');

	
fileObj.writeln(script);

	
fileObj.writeln('}');

	
fileObj.writeln('//	--></script>	</head>');
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はじめに

2004 年に Illustrator 10 自動化作戦 with JavaScript が出版されてから 5 年以上が経過しました。アマゾンではい

まだに高い価格で取引されている珍しい本の 1 つですが、さすがに 1 冊が万単位の金額にもなると書いた方がびっ

くりしてしまいますし買う方も躊躇していまいます。

そこで、今回新たに Illustrator CS3 (CS4) を対象にして自動化に関する PDF を作成することにしました。普通の

Illustrator 本であれば一定の需要が見込めるので書籍として出版することができますが、このような自動化に関す

るものは書籍としては採算が合わないので PDF として個人的に出すことにしました。

少しでも手間を削減する方法としてコンピューターが得意なことはコンピューターにやらせる、という方法があ

ります。つまり手作業を自動化してしまおうということです。やり方によっては大幅な時間短縮＝コスト削減に

なります。ただし、Illustrator の場合は InDesign などと異なり大量のページものを作成することは少ないため、

InDesign と比べて劇的に効率化できるわけではありません。それでも自動化によってかなりの手間が軽減できる

ことも確かです。

自動化といってもプログラムを作らなければいけないとは限りません。特に Illustrator CS3/CS4 は機能が大幅に

向上し定型処理ならアクション機能／バッチ機能を使えばできてしまいます。このため、プログラムを作成しな

いと駄目な場面は Illustrator 10 と比べてかなり減っています。既存のアクション、バッチ処理で可能なものは極

力それらで処理すべきです。また、予算があれば販売されているプラグインを使うのもよいですし、フリーのプ

ラグインで処理可能であればそれでも構いません。

というのも、今から Illustrator を動かすためのプログラム言語である JavaScript（ジャバスクリプト）を勉強する

というのは現実的ではないでしょう。そもそも、学習するだけの時間が捻出できない人も多いはずです。とにか

く寝たい！という人もいるかもしれません。

そこで、この PDF ではなるべく多くのサンプル／パターンを用意し、個人や社内の状況に合わせて自由に修正し

使ってもらうという考えで作成しました。

自動化で全てが解決することはありませんが、本 PDF が何らかの手助けになればと思います。

2010 年 1 月　古籏一浩

【注意】

本 PDF は MacOS X 版の Illustrator CS3 を基準にしています。Windows 版での動作確認は行っていません。ファ

イルパスなど一部の指定や MacOS X 固有のものを除けばほとんどのスクリプトは Windows 版でも動作します。

また、CS3 以前の CS/CS2 ではスクリプトの動作が怪しいため、CS3 で動作しても CS/CS2 では期待通り動かない

ことがあります。CS3 より前のバージョンでの動作は全く保証しませんし質問なども受け付けていません。CS4

は GUI 部分の一部を除いて、ほぼそのまま動作するはずです。ただし、CS4 独自の機能を利用したスクリプトは

掲載していません。

掲載しているスクリプトに不具合が存在することもあります。その場合は「学習編」の「スクリプトの利用に関して」

の説明に従ってください。
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■ツールパネル
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■コメントを入れる

　コメントを入れるには // または /*　〜　*/ を使います。一行だけコメントにしたい場合は // を使います。この場合、// から行末（改行）までがコメ
ントとなります。複数行をまとめてコメントにしたい場合は /* と */ の間にコメントしたい部分を入れます。また、コメントにしてプログラムの一部を動
作させないようにすることを「コメントアウト」すると言います。
コメントにはプログラムがどういう動作をするのか、制作したのは誰か、関数を呼び出すパラメータ（引数）などを書いておくとよいでしょう。
また、ESTK2 には選択した行をまとめてコメントにしたり解除したりするメニューが用意されています（編集メニューの「選択行をコメント化とコメン
ト解除」）。

●サンプル 1
// コメントを使う
// ここは一行のコメントになります。
/*
 alert("OK");
 ここは複数行のコメントになります。
 コメント部分は何も処理されません。
*/
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■テキストフレームの前後関係 (Z 座標 ) を変更する

　テキストフレームの前後関係 (Z 座標 ) を変更するには move() メソッドを使います。move() の最初のパラメータには位置を変更するための基準となるオ
ブジェクトを指定します。これはグループオブジェクトやドキュメントオブジェクトなどになります。
move() の 2 番目のパラメータには以下の表に示すものを指定できます。オブジェクトメニューのアレンジにある「最前面へ」「最背面へ」はドキュメント
オブジェクトを基準にして処理を行います。

【表】

ElementPlacement.INSIDE 内側

ElementPlacement.PLACEATBEGINNING 最前面へ

ElementPlacement.PLACEATEND 最背面へ

ElementPlacement.PLACEBEFORE 前へ

ElementPlacement.PLACEAFTER 後へ

サンプル 1 では 4 つのテキストフレームを描き、マゼンタ色のテキストフレームを最前面に移動させています。サンプル 2 では逆にマゼンタ色のテキス
トフレームを最背面に移動させています。

●サンプル 1

// テキストフレームを最前面に移動させる
(function(){
 var text1 = drawText(140, 0, setCMYKColor(100,0,0,0));
 var text2 = drawText(100, 20, setCMYKColor(0,100,0,0));
 var text3 = drawText(60, 40, setCMYKColor(100,100,0,0));
 var text4 = drawText(20, 60, setCMYKColor(100,0,100,0));
 text2.move(app.activeDocument, ElementPlacement.PLACEATBEGINNING);
})();
// 文字を描く
function drawText(x,y, color){
 var txtObj = app.activeDocument.textFrames.add();
 txtObj.contents = "Illustrator";
 txtObj.paragraphs[0].size = 48;
 txtObj.paragraphs[0].fillColor = color;
 txtObj.paragraphs[0].textFont = app.textFonts["Arial-Black"];
 txtObj.translate(x,y);
 return txtObj;
}
// CMYK カラーを設定し、CMYK カラーオブジェクトを返す
function setCMYKColor(c,m,y,k){
 var CMYK = new CMYKColor();
 CMYK.cyan = c;
 CMYK.magenta = m;
 CMYK.yellow = y;
 CMYK.black = k;
 return CMYK;
}
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■サブフォルダも含むフォルダ内にある全ての画像をタイル状に割り付けページ単位で保存する

　サブフォルダも含むフォルダ内にある全ての画像をタイル状に割り付けページ単位で保存するにはフォルダ選択ダイアログを表示して基準（親／ルート）
となるフォルダを決定します。このフォルダを基準としてフォルダ内にあるファイル一覧を取得します。ファイル一覧の中にフォルダがある場合は、再帰
を使ってそのフォルダ内にあるファイルを全て取得します。このため、ファイルが多い場合やフォルダ階層が深い場合には処理時間がかかる場合がありま
す。ファイル数が多い場合や、デバイス（SD カード等）が低速な場合には数分から数十分かかることもあります。
サンプル 1 ではファイル形式は EPS で「1.eps」「2.eps」のように連番ファイルとして保存されます。サンプルでは prompt() を使ってユーザーに配置する
枚数を入力するようになっています。枚数が固定されている場合は var xCount = 5; var yCount = 8; のように直接数値を指定してください。また、画像と
画像の余白なども同様にプログラム内にある変数の値を変更することで行えます。
　サンプル 1 では jpg, png, gif, eps、.psd の 5 種類を配置する対象にしていますが、これを変更したい場合は「var extType = /\.jpg|\.png|\.gif|\.eps|\.psd/g;」
の正規表現を変更します。正規表現でマッチするかどうかを指定しているだけですので、応用すれば ABC で始まるファイル名を配置することもできます。
　保存する EPS のオプションは saveEPS() 関数内で指定していますので、状況に合わせて設定してください。また、ファイルの枚数によっては最終ページ
が空白になることがあります。

【注意】配置する画像によっては途中でダイアログが表示されることがあります。また、MacOS X の場合ファイル名やフォルダ名に日本語が含まれるとファ
イル情報が取得できずエラーで停止したり、ハングアップ状態になることがあります。このため、MacOS X ではファイルやフォルダ名に日本語が含まな
いようにしてください。

●サンプル 1
// サブフォルダも含むフォルダ内にある全ての画像をタイル状に割り付けページ単位で保存する
(function(){
 var folderObj = Folder.selectDialog("JPEG 画像ファイルがあるフォルダを選択して下さい ");
 if (!folderObj) return;
 var saveObj = Folder.selectDialog("EPS ファイルを保存するフォルダを選択して下さい ");
 if (!saveObj) return;
 var fileList = new Array();
 getFileList(folderObj); // 全てのファイルを対象にする
 var xCount = parseInt(prompt(" 横の表示枚数をいれてください ", 5));
 if (!xCount) return;
 var yCount = parseInt(prompt(" 縦の表示枚数をいれてください ", 8));
 if (!yCount) return;
 var extType = /\.jpg|\.png|\.gif|\.eps|\.psd/g; // 配置したい画像ファイルの拡張子
 var imageW = 100; // 画像の横幅は 100pt
 var imageH = 80; // 画像の縦幅は 80pt
 var marginW = 10; // 横の余白（単位はポイント）
 var marginH = 20; // 縦の余白（単位はポイント）
 var startX = 20; // 横の開始座標（単位はポイント）
 var startY = app.activeDocument.height; // ドキュメントの一番上から
 startY = startY - 20; // 一番上の余白
 var x = startX;
 var y = startY;
 var tempY = 0;
 var pageNo = 1; // ファイル名として保存するページ番号
 var imageData = []; // 画像データ
 var imgLayer = app.activeDocument.layers.add();
 for(var i=0; i<fileList.length; i++){
  if (fileList[i].name.match(extType)){
   var myImage = app.activeDocument.placedItems.add();
   myImage.file = fileList[i]; // MacOS X ではファイル名が取得できず、ここでエラーになる事があり！
   var w = myImage.width;
   var h = myImage.height;
   var percent = calcSize(w, h, imageW, imageH);
   myImage.resize(percent*100, percent*100);
   myImage.left = x;
   myImage.top = y;
   myImage.embed(); // 埋め込み画像にする
   imageData.push(myImage); // 画像情報を配列に入れておく
   x = x + (imageW+marginW); // 横幅を加算
   if (x >= xCount *(imageW+marginW)){



- 117 -

Adobe Illustrator+JavaScript 自動化サンプル集 　【応用編】

■選択された画像の回転角度を表示する

　選択された画像の回転角度を表示するにはオブジェクトの matrix の各プロパティを読み出します。マトリックスのプロパティ値から画像の回転角度を
求めます。
　サンプル 1 は選択された画像の回転角度をアラートダイアログに表示します。

●サンプル 1
// 選択された画像の回転角度を表示する
(function(){
 var selObjList = activeDocument.selection;
 for(var i=0; i<selObjList.length; i++){
  var tp = selObjList[i].typename;
  if ((tp == "RasterItem")|| (tp == "PlacedItem")){
   var mtx = selObjList[i].matrix;
   var a = mtx.mValueA;
   var b = mtx.mValueB;
   var c = mtx.mValueC;
   var d = mtx.mValueD;
   var scaleW = Math.sqrt(Math.pow(a, 2)+Math.pow(b, 2));
   var deg = (Math.acos(a/scaleW)) * 180 / Math.PI;
   if ((b <= 0) && (c >= 0)) deg = -deg;
   alert(deg+" 度回転しています ");
  }
 }
})();




